
1 

 

ｅｃｏ検定アワード 応募書類 

記入日： 2025 年 ８月 ４日 

ユニット名 ××町地域の環境見守り隊 

構成人数 全体（※１）    20   名 
ユニットに所属する 

エコピープル（※２） 
   15  名 

活動の母体となる

組織 

（所属企業・団体 

・学校等の情報） 

（※３） 

企業・団体・学校名 特定非営利活動法人 ××町地域未来を守る会 

資本金  従業員数 20 名 エコピープル数 15 名 

事業概要 地域資源の活用および環境保全活動の促進、次世代の活動参画推進 

連絡先ご担当者 

氏名 東商 太郎 所属部署・役職 代表理事 

所在地 〒○○○-○○○〇 東京都○○区○○○○ビル〇階 

ＴＥＬ ○○-○○○○-○○○○ 

Ｅ-ｍａｉｌ ○○○@○○○ 

企業（団体） 

ウェブサイト 
ＵＲＬ（※４） https://○○.or.jp/ 

（※１）… 明確な組織化（メンバー登録）をされていない場合は、主なメンバーの人数をご記入ください。 
（※２）… 構成人数におけるエコピープル人数の割合は審査時の参考とさせていただきます。 
（※３）… ない場合、ご記入は不要です。 
（※４）… エコユニットオリジナルのウェブサイトをお持ちの場合は、URL をご記入ください。 

＜活動について＞ 
◇対象期間：2023年４月～2025年 10月 
◇「エコピープルを増やすための活動（ｅｃｏ検定普及活動）」とその他の主な活動を３つまでご記入
ください。 

◇ご記入いただいた内容を中心に審査をいたします。応募書類に沿ってＨＰ等に掲されますので、中心
活動の順に応募書類にご記入ください。 

◇★印は必須項目（▲印は任意項目）です。 
◇ご記入いただいた内容を中心に審査をいたします。そのため、ご記入の際は、活動の工夫点、数値や
成果、具体的なエピソードなど、できるだけ具体的にお書きください。 
 

★エコピープルを増やすための活動（ｅｃｏ検定普及活動） 

【活動内容とアピールポイント（具体的な成果や数字、独自性）】（500文字以内）★ 

※できるだけ具体的にご記入ください。 

 

（書き方のポイント） 

・目的や目標 

・どのような取り組みを行ったか 

・どのような工夫をしたか 

・どのような成果があったか 

└増えたエコピープル数の推移、累計エコピープル数、従業員数に占める累計エコピープル数の割合 

└社内や社会からの反応 

└メンバーの自主的な環境活動が増えたなどの好影響、波及効果 等など 

 

（例） 

当団体は、地域の子どもや保護者に向けて、身近な環境問題を楽しく学べるワークショップを月 1 回開催して

います。活動の中でｅｃｏ検定の内容を参考にし、気候変動、リサイクルや省エネ、SDGs などをテーマにしたミ

ニ講座を取り入れています。 

 

提出期限：２０２５年 1１月４日（火) 
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2023 年度は延べ 180 人が参加し、「身近にできることがたくさんあるんだ」「もっと知りたい」という声が多く寄

せられました。スタッフ自身も eco 検定を受験し、取得した知識を活動に活かすことで、説明の質が向上し、地

域の信頼も深まりました。 

 

地域の公民館で eco 検定の紹介コーナーを設置し、過去問題や合格体験談を展示しました。受験を検討する

若者や子育て世代に向けた情報提供も行いました。スタッフのうち 3 人が新たに合格し、今後は中高生向け

の eco 検定勉強会も企画中です。小さな地域団体だからこそできる「顔の見える環境教育」で、エコピープル

の輪を少しずつ広げています。 

【現状の課題とその解決に向けた今後の取り組み】（200文字以内）★ 

 

（書き方のポイント） 

・どのような課題があるか 

・その課題をどう改善するか 

 

（例） 

環境への関心は高まっているものの、eco 検定の存在や意義が地域ではまだ十分に知られておらず、受験に

まで至る人が限られているのが課題です。また、環境に関心があっても「検定は難しそう」「自分には関係な

い」と感じてしまう人も少なくありません。今後は、活動の中で eco 検定の内容をわかりやすく伝える工夫や、

合格者の体験を共有することで、親しみやすさを高め、「自分ごと」として環境を学ぶ人を一人でも増やしてい

きたいと考えています。 

【ｅｃｏ検定普及に関する取り組みが掲載されているウェブサイト URL】▲ 

 

 

★活動報告（１） ◎2023年４月～2025年 10月に行った環境活動をご記入ください。 

【活動名称・タイトル】★ 

 地域に根ざすエコアクション 

【活動に対応する SDGsの目標】★ ※対応する目標の数字をご記入ください（複数記入可）。 

 目標 2、13、15、17 

【活動の実施期間】★ 

 2024年 8月～2025年 8月 

【活動内容とアピールポイント（具体的な成果や数字、独自性）】（600文字以内）★ 

※できるだけ具体的にご記入ください。 

 

（書き方のポイント） 

・活動を始めた背景や目的 

・どのような取り組みを行ったか 

└活動における地域との連携があれば、ご記載ください。 

・どのような工夫をしたか（組織、人の強みをどう生かしたか、など） 

・どのような成果があったか（変化、組織内や社会からの反応など） 

└組織内や社会からの反応、地域や他企業（団体）等への横展開 

└メンバーの自主的な環境活動が増えたなどの好影響、波及効果など 

 

 

（例） 

私たちは、「地域とつながるエコアクション」をテーマに、誰もが参加できる身近な環境活動に取り組んでいます。 

 

代表的な活動のひとつが、商店街や保育園と連携したグリーンカーテンづくりです。2011 年の東日本大震災を

きっかけに、地域で節電への意識が高まり、翌年からこの取り組みを始めました。夏の省エネと緑化を目的に、

ゴーヤやヘチマの苗を配布し、設置後の成長記録や収穫の様子を参加者同士で共有しています。毎年およそ

100苗を配布し、地域に緑の輪が広がっています。 
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団体の拠点では、生ごみを活用したコンポストづくりを実践し、できあがった堆肥は地域農園で活用しています。

農園では季節の野菜を育て、地域の子どもたちと一緒に収穫体験を行うなど、都市部でも実現可能な循環型の

暮らしを、楽しみながら学べる場として展開しています。 

 

さらに、2024 年からは「フードドライブ」を月に一度開催しています。店舗や家庭から寄せられた余剰食材を持ち

寄り、子ども食堂に寄付する仕組みを運営しています。うどんやパスタなどの乾麺や、レトルトカレーや缶詰など

を中心に、1 回あたり約 30kg の食品が集まります。食品ロスを削減と子ども支援を両立させるこの活動は、誰も

が気軽に参加できる地域の交流の場としても、少しずつ定着してきました。 

 

このように、小さくても日々の暮らしに根づいた取り組みを大切にしながら、草の根活動を着実に広げていきた

いと考えています。 

 

【現状の課題とその解決に向けた今後の取り組み】（200文字以内）★ 

 

（書き方のポイント） 

・どのような課題があるか 

・その課題をどう改善するか 

 

（例） 

猛暑の影響で屋外活動が難しくなってきました。今後は室内でも楽しみながら学べるプログラムを増やしていき

たいです。また、活動に参加する世代に偏りがあります。今後は、多世代が学び合える仕組みをつくることで、地

域全体に広がる取り組みへと育てていきたいと考えています。 
 

【活動が掲載されているウェブサイト URL】▲ 

 

 

来期の計画や活動テーマ、抱負（300文字以内）▲ 

 

（書き方のポイント） 

・来期に重点的に取り組みたいテーマや目標 

・取り組む理由や背景（今年の活動とのつながりがあれば明記） 

・具体的にどのようなアクションを予定しているか 

・どのような変化や成果を目指すか（波及効果、影響など） 

・eco検定やエコピープルの活用方法（人材育成や社内展開など） 

 

来期は、グリーンカーテンづくりやコンポスト、フードドライブなど、地域社会の日常的な環境活動をさらに広げて

いきます。eco 検定の学びをスタッフ間で共有し、活動の背景や意味を深めながら、子どもたちや地域の方々と

ともに、都市部でもできる循環型の暮らしを楽しみながら実践していきます。 
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＜参考＞SDGs（持続可能な開発目標） 
1. 貧困をなくそう 

2. 飢餓をゼロに 
3. すべての人に健康と福祉を 
4. 質の高い教育をみんなに 
5. ジェンダー平等を実現しよう 
6. 安全な水とトイレを世界中に 
7. エネルギーをみんなにそしてクリーンに 
8. 働きがいも経済成長も 
9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 
10. 人や国の不平等をなくそう 
11. 住み続けられるまちづくりを 
12. つくる責任つかう責任 
13. 気候変動に具体的な対策を 

14. 海の豊かさを守ろう 
15. 陸の豊かさも守ろう 
16. 平和と公正をすべての人に 
17. パートナーシップで目標を達成しよう 
 
 
■ 添付資料 
活動団体・個人のお写真がございましたら、本報告書と一緒にご送付ください。また、活
動の内容がわかるような写真がございましたら、各活動 1点までご送付ください。そのほ
か、追加の説明資料がございましたら、報告書と合わせてお送りください。 
合計で３ＭＢ以内となるよう厳守願います。 
 

 

■ 提出方法 
必要事項をご記入いただき、Ｅ－ｍａｉｌにて電子データを送信（３ＭＢ以内）で、事務
局まで提出してください。 
 
 
■ 提出期限 

１１月４日（火）の２３：５９までにお送りください。 
 
 

 

【提出先／お問合せ】 

エコピープル支援事業事務局（株式会社オルタナ内） 

〒153-0041 東京都目黒区駒場 1-26-10-304 

Tel: 03-6407-0266 Email: ecoken@alterna.co.jp

 


